
写真で見る震災時と現在

復旧事業の進捗状況

　

平
成
23
年
3
月
11
日
14
時
46
分

に
発
生
し
、
未
曽
有
の
被
害
を
も

た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。

　

本
市
で
も
、
屋
根
瓦
が
落
ち
た

り
、
液
状
化
現
象
な
ど
に
よ
り
家

が
傾
く
な
ど
、
6
千
棟
以
上
の
建

物
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

東
京
ド
ー
ム
約
7
5
0
個
分
、
約

3
5
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
広

大
な
面
積
の
液
状
化
被
害
に
よ
り

上
下
水
道
、
道
路
な
ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
も
大
き
な
被
害
を
受
け
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
多
大
な

支
障
を
き
た
し
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
3
年
が
経
過
す
る
今

月
、
被
害
を
受
け
た
施
設
の
復
旧

が
ほ
ぼ
完
了
し
ま
す
。
ま
た
、
住

宅
を
失
っ
た
被
災
者
の
居
住
の
安

定
を
図
る
た
め
、
岩
ケ
崎
地
区
に

災
害
公
営
住
宅
16
戸
を
建
設
し
4

月
か
ら
入
居
開
始
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
防
災
計
画
を
見
直

し
、
今
後
さ
ら
に
液
状
化
対
策
の

事
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
、
復
旧
・
復
興
期
か
ら
新
た
な

展
開
期
に
向
け
一
歩
を
踏
み
出

し
、
暮
ら
し
や
す
く
安
心
で
安
全

な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

震
災
で
の
体
験
や
教
訓
を
風
化

さ
せ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
将
来
起
こ

り
得
る
災
害
へ
の
備
え
と
減
災
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

災
害
復
興
本
部
事
務
局（
総
務
課
）
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　公共施設復旧事業の進捗状況をお知らせします。
　公共施設のすべての災害復旧工事は平成26年3月に
完了予定です。
　また、道路・河川の一部は、平成27年3月頃に復旧
工事が完了予定です。

上水道
下水道

公共下水道 農業集落排水

復旧工事費 581,293千円 1,407,430千円 213,983千円
被災箇所・
延長

33箇所
19,111ｍ

20箇所
13,557ｍ

12箇所
2,501ｍ

復旧率 100％ 100％ 100％

道路・河川

補助事業 単独事業

復旧工事費 1,470,327千円 約900,000千円

被災箇所 54箇所 596箇所
（うち復旧箇所 442箇所）

復旧率 100％ 約74％

中学校 小学校 社会教育
施設

社会体育
施設

復旧
工事費 978,221千円 185,726千円 7,377千円 29,406千円

復旧
施設数 4校 9校 2施設 2施設

復旧率 100％ 100％ 100％ 100％

■教育施設

■道路・河川

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

　
　
　

復
旧
が
ほ
ぼ
完
了

東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年

▲4月から入居開始予定の
災害公営住宅（岩ケ崎）

■上下水道

　震災から約3年が経過し、ライフラインの復旧工事
がほぼ完了しました。震災時と現在の復旧状況の写真
を掲載します。

■新島中学校

液状化により校舎は傾き半壊に

■市営住宅前道路
（水郷町・粉名口地区）

平成25年8月に完成した新校舎

液状化により電柱が大きく
傾き、電線が垂れ下がる

復旧工事が完了

地面に亀裂が入り、電柱が傾く 復旧工事が完了

横利根川堤防が崩れ、路面
に亀裂と歪みが生じる 復旧工事が完了し、通行可能に

液状化により浮き上がった
下水道のマンホール

3月末で復旧工事が完了予定

■小野川沿いの道路

■北佐原・新島地区

■小見川住金団地・
新開町

※補助復旧事業費に限る

復旧工事が進む十間川復旧工事が進む十間川
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■メール配信
　防災行政無線からの情報を携帯電話にメール配信す
るサービスを行っています。本市に大きな被害をも
たらし避難勧告を発令するに至った、平成25年の台
風26号以降、メール登録をされる人が増えています。
利用にあたっては、事前に登録が必要です。受信を希
望する場合は、次の方法で配信登録を行ってください。
◇ＵＲＬからアクセスし登録
http://www.city.katori.lg.jp/mobile/
◇ＱＲコードを読み取りアクセスし登録
※登録料、情報料は無料。ただし、登
録の際やメール受信にかかる通信料な
どの費用は利用者の負担となります
■市ホームページで確認
　防災行政無線の直近60日分の放送
内容を市ホームページに掲載しています。アドレスは
次のとおりです。
◇ＰＣ版
http://www.city.katori.lg.jp/bousai/musen.php
◇モバイル版
http://www.city.katori.lg.jp/bousai/musen_m.php
■電話で確認　☎(50)1222
　この電話番号に電話することで、直前24時間以内
に実施した放送を自動音声案内により確認できます。

防災行政無線の放送内容が
確認できます

　自主防災組織とは、地域住民が自主的に連携して防
災活動を行う組織のことです。組織として役割分担や
連絡網ができていれば、助け合いがしやすくなります。
　特に、一人暮らしの高齢者や幼い子どもを抱える家
庭では、災害時の円滑な避難が困難になる場合がある
ので、地域で協力することが大切です。
　まだ自主防災組織を設立していない場合は、この機
会に設立を検討ください。
　新設の自主防災組織
は、市から20万円を限
度として、ヘルメット
や担架などの防災用資
機材の貸与が受けられ
ます。自主防災組織を
新設した場合は、相談ください。
問い合わせ　総務課　☎(50)1201

自主防災組織をつくろう

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
・

千
葉
県
液
状
化
等
被
害
住
宅
再

建
支
援
な
ど
の
申
請
が
済
ん
で

い
な
い
人
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

■
支
援
対
象　

居
住
す
る
住
宅

が
全
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊
と

さ
れ
た
世
帯

　

居
住
す
る
住
宅
が
半
壊
以
上

の
被
害
認
定
ま
た
は
大
き
な
地

盤
被
害
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

事
由
に
よ
り
当
該
住
宅
を
解
体

す
る
に
至
っ
た
場
合「
全
壊
」扱

い
と
な
り
ま
す
。

　

自
己
所
有
の
住
宅
に
限
ら

ず
、
借
家
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
賃

貸
住
宅
に
居
住
し
、
被
災
し
た

場
合
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
申
請
期
限

◇
基
礎
支
援
金　

4
月
10
日
㈭ 

（
解
体
の
場
合
は
解
体
完
了
ま

で
）

◇
加
算
支
援
金　

平
成
27
年
4

月
10
日（
基
礎
支
援
金
を
申
請

期
限
ま
で
に
申
請
し
な
い
と
加

算
支
援
金
も
申
請
で
き
な
く
な

り
ま
す
）

※
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課 
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2
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東
日
本
大
震
災
に
伴
う
住
宅
・
生
活
再
建

支
援
制
度
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

基
礎
支
援
金
の
申
請
期
限
は
4
月
10
日
㈭
ま
で

　

地
震
は
、
台
風
な
ど
の
風
水
害

と
は
違
い
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど

の
く
ら
い
の
規
模
で
発
生
す
る
の

か
予
測
が
難
し
い
災
害
で
す
。
地

震
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
被
害
を
最
小
限
に
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
の
備
え
を
再

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

Q
地
震
発
生
直
後
は
？

　

慌
て
ず
に
冷
静
に
対
応
す
る
こ

と
が
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

◇
ま
ず
は
頭
を
守
る
な
ど
身
の
安

全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

◇
避
難
す
る
前
に
火
の
元
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

◇
屋
外
へ
避
難
す
る
際
は
必
ず
靴

を
履
き
ま
し
ょ
う
。

◇
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
余
震

の
情
報
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

Q
こ
ん
な
場
所
で
地
震
に
あ
っ
た

ら
？

屋
内

◇
家
具
の
転
倒
や
食
器
棚
な
ど
か

ら
の
中
身
の
飛
び
出
し
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◇
調
理
の
途
中
の
場
合
は
、
火
の

元
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

屋
外

◇
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
電
信
柱
、
自
動

販
売
機
な
ど
、
倒
れ
る
お
そ
れ
の

あ
る
も
の
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

◇
看
板
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
の

落
下
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Q
避
難
、
安
否
確
認
の
方
法
は
？

　

市
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
指
示

が
あ
っ
た
と
き
や
、
自
分
で
危
険

を
感
じ
た
場
合
は
避
難
し
ま
し
ょ

う
。
避
難
の
際
は
非
常
持
出
品
を

持
ち
、
危
険
な
ル
ー
ト
を
避
け
ま

し
ょ
う
。

　

あ
ら
か
じ
め
家
族
で
決
め
て
お

い
た
集
合
場
所
へ
行
く
、ま
た
は
、

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
1
7
1
を

利
用
す
る
な
ど
し
、
家
族
の
安
否

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

Q
自
分
は
助
か
っ
た
、
で
は
周
り

は
？

　

災
害
時
は
、
け
が
を
し
た
人
の

手
当
て
や
逃
げ
遅
れ
た
人
の
救

助
、さ
ら
に
は
火
災
の
発
生
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
態
が
同
時
多
発
的

に
起
き
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
と
き
は
慌
て
ず
に
地
域

の
皆
さ
ん
や
周
り
の
人
と
協
力
し

て
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課 
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実
践
し
よ
う

家
庭
で
で
き
る
地
震
対
策

■
家
具
な
ど
の
固
定
を

　

近
年
発
生
し
た
地
震
で
け
が

を
し
た
原
因
と
し
て
は
、
約
30
〜

50
％
の
人
が
、
家
具
類
の
転
倒
・

落
下
・
移
動
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動

は
、
直
接
当
た
っ
て
け
が
を
す
る

だ
け
で
な
く
、
つ
ま
ず
い
て
転
ん

だ
り
、
割
れ
た
食
器
や
ガ
ラ
ス
を

踏
ん
だ
り
、
避
難
通
路
を
ふ
さ
い

だ
り
す
る
な
ど
、
多
く
の
危
険
を

も
た
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な

家
具
な
ど
の
下
敷
き
と
な
り
、
大

切
な
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
ケ
ー

ス
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
身
の
ま
わ
り
の
家
具
類

を
再
確
認
し
、
固
定
具
な
ど
で
倒

れ
な
い
よ
う
に
対
策
を
し
ま
し
ょ

う
。

地
震
発
生
！

あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？

貸与される防災用資機材（一例）貸与される防災用資機材（一例）
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